






要約:(報告 1)米、そば粉末、卵白、牛乳抗原の加熱、Trypsin・Pepsin 処理によるアレル

ゲン活性の変化を検討した。米・牛乳は酵素に対し比較的不安定であり・そばと卵白は比

較的安定であることが示唆きれた。(報告 2)アトピー性皮膚炎の治療として、α一リノレ

ン酸強化食の有効性を検討した。2ケ月間の治療では、臨床症状の改善や LTB4 放出抑制に

は至らなかったが、LTB5放出は増加し、本療法がアラキドン酸カスケードに影響を与え得

ることが示唆された。 


